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Are you 
looking  
to... 
Bring innovation to the base  
of the pyramid? Enter a new region?  
Adapt a technology to your region?  
Understand the needs of constituents 
better? Find new methods for  
monitoring and evaluation?
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BOPにイノベーションをもたらしたいので
すか？新しい領域に参入したいのですか？
新しいテクノロジーをあなたの地域に適応
させたいのですか？人々のニーズをより深
く理解したいのですか？調査と分析のため
の新しい方法をみつけたいのですか？

世界から貧困をなくしたいのですか？
新しい世界に踏み込みたいのですか？
テクノロジーを導入したいのですか？
いろいろな人のニーズをもっとよく
理解したいのですか？
あたらしい調査方法が欲しいのですか？



It contains the elements to Human-Centered Design, a process 

used for decades to create new solutions for multi-national 

corporations. This process has created ideas such as the 

HeartStart defibrillator, Cleanwell natural antibacterial products, 

and the Blood Donor System for the Red Cross—innovations that 

have enhanced the lives of millions of people. 

Now Human-Centered Design can help you  
enhance the lives of people living on less  
than $2/day. 

This process has been specially-adapted for organizations 

like yours that work with communities of need in Africa, Asia,  

and Latin America.

Human-Centered Design (HCD) will help you hear the needs  

of constituents in new ways, create innovative solutions to  

meet these needs, and deliver solutions with financial 

sustainability in mind. 

Let’s get started.

This  
toolkit  
was  
made for 
you.
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このツールキットには、何十年にもわたり世界的な企業が新しい
ソリューションを生み出してきた"人間を中心に考えるデザイン方法
"の考え方でつくられています。"人
間を中心に考えるデザイン方法"によって、何百万人もの人々の生
活を改善させた、ハートスタートの除細動器、クリーンウエルの天
然の抗菌製品、レッドクロスの血液のドナーシステムなどのアイデ
アが生みだされています。この"人

間を中心に考えるデザイン方法”は、あなたが1日160円もかけず
に生きている人たちの暮らしを良くするために役立つものです。こ
のツール

キットは、新しい人々の要望を聞きだす方法、要望を実現するす
ごい解決方法、経済的に続けられることを念頭に置いて解決方法を
提供することが考えられており、アフリカ、アジア、ラテンアメリ
カなどで活動しているNPOなどで役立つように作られています。で
は、始めましょ

う。

このツールキットには、何十年にもわたり世界的な企業が新しい
ソリューションを生み出してきた"人間を中心に考えるデザイン方
法"の考え方でつくられています。"人間を中心に考えるデザイン
方法"によって、何百万人もの人々の生活を改善させた、ハートス
タートの除細動器、クリーンウエルの天然の抗菌製品、レッドク
ロスの血液のドナーシステムなどのアイデアが生みだされていま
す。

この"人間を中心に考えるデザイン方法”は、あなたが1日160円
もかけずに生きている人たちの暮らしを良くするために役立つも
のです。

このツールキットは、新しい人々の要望を聞きだす方法、要望を
実現するすごい解決方法、経済的に続けられることを念頭に置い
て解決方法を提供することが考えられており、アフリカ、アジア
、ラテンアメリカなどで活動しているNPOなどで役立つように作ら
れています。

では、始めましょう。



Why do 
Human 
Centered 
Design?
�Because it can help your organization 
connect better with the people you 
serve. It can transform data into 
actionable ideas. It can help you to 
see new opportunities. It can help to 
increase the speed and effectiveness  
of creating new solutions.
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"人間を中心に考えるデザイン方法”を使うことで、
あなたの組織と支援する人たちとの関係がより近
付き、データから実用的なアイディアを考えられる
ようになり、新しいチャンスを見つけられるようになり
、より良い新しい解決方法をより早く考え出せるよ
うになります。

"人間を中心に考えるデザイン方法”を使うことで、
あなたの組織と支援する人たちとの関係がより近
付き、データから実用的なアイディアを考えられる
ようになり、新しいチャンスを見つけられるようになり
、より良い新しい解決方法をより早く考え出せるよ
うになります。



Why a toolkit?
�Because the people are the experts.  
They are the ones who know best what the right solutions are. 

This kit doesn’t offer solutions. Instead, it offers techniques, 

methods, tips, and worksheets to guide you through a process 

that gives voice to communities and allows their desires to guide 

the creation and implementation of solutions. 

�Because only you know how to best use it.  
Human-Centered Design is a process broken into a set of tools. 

This is so that you can pick and choose which techniques  

work best for your context and your situation. Use it alone  

or along with PRISM, value chain analysis, PRA, triangulation  

or other methods you use in your organization to imagine  

and implement new ideas. 

We are excited about our ability to continue 
replicating the Human-Centered Design process  
to create and bring to scale new approaches  
to provide eye care in the developing world.

—VISIONSPRING, INDIA
 

HCD surprised us because even people  
who didn’t know a lot about the topic  
were able to create so many solutions.  

—IDE Vietnam
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私たちは、"人間を中心に考えるデザイン方法”を用い
、開発途上地域にアイケアを普及させる新しい方法を生
み出せることに非常に喜びを感じています
。

VISIONSPRIN,インド

"人間を中心に考えるデザイン方法”に詳しくない人でも
、解決方法を多く考え出せるのにとても驚いています。。
I

DE　ベトナム

当事者とはその問題を一番良く知っている人です。どうや
って解決をすれば良いのか知っています。ですから、このツ
ールキットでは解決方法は提供しません。様々な手法や考え
方、ヒントになるアイディア、ワークシートを提供してい
ます。このワークシートを使うことで、地域の人が自分達の
要望を言い、自ら解決方法を考え実行するようになっていき
ます。当事者が

このキットの最もいい使い方を知っています。このキット
はツールのセットになっています。そのため、あなたの置か
れた背景や状況に応じて最善の手法が選べるようになってい
ます。単独でもいいのですが、PRISM, バリューチェーン分
析、PRA、三角法など組織で使っている様々な手法と一緒に使
うことで、新しいアイデアを発想し具体化していくことがで
きます。

"人間を中心に考えるデザイン方法”に詳しくない人でも、
解決方法を多く考え出せるのにとても驚いています。

IDE　ベトナム

私たちは、"人間を中心に考えるデザイン方法”を用い、
開発途上地域にアイケアを普及させる新しい方法を生
み出せることに非常に喜びを感じています。

VISIONSPRIN,インド

当事者とはその問題を一番良く知っている人です。どうやって
解決をすれば良いのか知っています。ですから、このツールキッ
トでは解決方法は提供しません。様々な手法や考え方、ヒン
トになるアイディア、ワークシートを提供しています。このワーク
シートを使うことで、地域の人が自分達の要望を言い、自ら
解決方法を考え実行するようになっていきます。

当事者がこのキットの最もいい使い方を知っています。このキット
はツールのセットになっています。そのため、あなたの置かれた背
景や状況に応じて最善の手法が選べるようになっています。単
独でもいいのですが、PRISM, バリューチェーン分析、PRA、
三角法など組織で使っている様々な手法と一緒に使うことで、
新しいアイデアを発想し具体化していくことができます。

当事者とはその問題を一番良く知っている人です。どうやって
解決をすれば良いのか知っています。ですから、このツールキッ
トでは解決方法は提供しません。様々な手法や考え方、ヒン
トになるアイディア、ワークシートを提供しています。このワーク
シートを使うことで、地域の人が自分達の要望を言い、自ら
解決方法を考え実行するようになっていきます。

当事者がこのキットの最もいい使い方を知っています。このキット
はツールのセットになっています。そのため、あなたの置かれた背
景や状況に応じて最善の手法が選べるようになっています。単
独でもいいのですが、PRISM, バリューチェーン分析、PRA、
三角法など組織で使っている様々な手法と一緒に使うことで、
新しいアイデアを発想し具体化していくことができます。



THE THREE LENSES OF  
HUMAN-CENTERED DESIGN

Human-Centered Design (HCD) is a process and a set of techniques used to  

create new solutions for the world. Solutions include products, services, 

environments, organizations, and modes of interaction. 

The reason this process is called “human-centered” is because it starts with the 

people we are designing for. The HCD process begins by examining the needs, 

dreams, and behaviors of the people we want to affect with our solutions.  

We seek to listen to and understand what they want. We call this the Desirability 

lens. We view the world through this lens throughout the design process. 

Once we have identified a range of what is Desirable, we begin to view our 

solutions through the lenses of Feasibility and Viability. We carefully bring in  

these lenses during the later phases of the process.

What do people desire?

What is technically and organizationally feasible?

What can be financially viable?

Desirabilit y

FEASIBILITY

Viabilit y
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”人中心デザイン”は、新しい解決方法を生みだす進め方や様々な手法の集まりで
す。解決方法には、製品、サービス、環境、組織、相互作用が含まれています。

この方法が"人中心"と呼ばれているのは、人を中心に考えているからです。
”人中心デザイン”は、人が何を必要とし、どんな夢を持っており、どんな態度を
とるのかを探るところからはじまります。まず、彼らが何を求めているのか、耳を
傾け理解をしていきます。これを「望みレンズ」と呼んでいます。デザインをして
いくのに際し、このレンズを通して判断をしていきます。

望んでいることが大体分かったら、次に「実行可能性レンズ」と「継続可能性レン
ズ」の2つのレンズを通して解決策を探していきます。この２つのレンズは、注意
深くその後も使っていきます。 

人々が欲していることはなにか？

技術的、組織的に実行できることは？

経済的に実現できることは？



The solutions that emerge at the 

end of the Human-Centered Design  

should hit the overlap of these  

three lenses; they need to be  

Desirable, Feasible, and Viable.

Desirabilit y

FEASIBILITY  Viabilit y

Start Here
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"人中心デザイン"から最終的に導き出
される解決策とは、これら３つのレンズの
重なるところのもので、人々が望み、技
術的・組織的に実現でき、続けていけ
るものである必要があります。



The process of Human-Centered Design starts with a specifi c Design Challenge 

and goes through three main phases: Hear, Create, and Deliver. The process 

will move your team from concrete observations about people, to abstract 

thinking as you uncover insights and themes, then back to the concrete with 

tangible solutions.

tHe HCD ProCess

CreAte

In the Create phase, you will work together in a workshop

 format to translate what you heard from people into 

frameworks, opportunities, solutions, and prototypes. 

During this  phase you will move together from concrete to 

more abstract thinking in identifying themes and 

opportunities, and then back to the concrete with solutions 

and prototypes.

DeliVer 

The Deliver phase will begin to realize your solutions through 

rapid revenue and cost modeling, capability assessment, 

and implementation planning. This will help you launch new 

solutions into the world.

HeAr

During the Hear phase, your Design Team will collect 

stories and inspiration from people. You will prepare 

for and conduct fi eld research.
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"人中心デザイン"は、課題への挑戦から始まり、聞く・創る・提供するという主な
３つのフェーズを辿っていきます。このプロセスで、チームは、最初、人々の表面
的な観察から始まり、次に深い抽象的な側面を考え、そして具体的な解決
策を実施につくることをおこないます。

「きく」のフェーズでは、デザインチームは出来事やヒン
トやきっかけを人々から集めます。そして、準備をして現場
調査をおこないます。

「つくる」のフェーズでは、みなでワークショップを使い作業
をしていきます。人々から聞いたことを一定の形にし、可
能性、解決策、試しにやってみる方法に落とし込んでい
きます。ここでは、具体的な考えとより抽象的な考え方を
行き来します。本質的な問題や可能性を考える時には
抽象的に考え、解決策や試しにやってみる方法を作ると
きには具体的に考えます。

「きく」のフェーズでは、デザインチームは出来事やヒント
やきっかけを人々から集めます。そして、準備をして現
場調査をおこないます。

「提供」のフェーズでは、解決策を実際に使えるものにし
ていきます。迅速に、収支モデル、可能性のチェック、実
装の計画を立てていきます。こうして新たな解決策が生
みだされるのです。

抽象的

抽象的抽象的抽象的

具体的



HOW  
TO USE  
THIS 
TOOLKIT
This toolkit will guide you 
through an innovation process 
based on HCD methodology. 
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このツールキットは、HCD方法論
に基づくイノベーションのプロセ
スをご紹介いたします。



tiP

wAtCH
out

There is the “facilitator” version of the Toolkit. If you 

are the facilitator, use the notes provided to you in the 

margins as rough instructions of how to move your team 

forward through the innovation process. Please add any 

additional instructions, methods, or techniques you feel 

would be relevant to your design challenge.

The facilitator must user his/her power wisely. 

The facilitator is a role to lead the team through 

the process; this person can certainly contribute to 

the content of the ideas, but should not use his/her 

power to sway decisions.

A FleXiBle toolkit
Using this toolkit on its own will yield great solutions. 

However, HCD is also very fl exible and can complement 

or be supplemented by various other approaches. 

Methods such as Participatory Rural Appraisal (PRA), 

Subsector/Value Chain Analysis and Triangulation can 

all be incorporated into the HCD methodology provided 

here. For example, your Design Challenge may necessitate 

knowing about the mapping of village resources. If a team 

member is familiar with a PRA method effective for 

gathering this kind of information, it should absolutely 

be incorporated into the process. 

So be creative and rigorous in choosing and mixing your 

methods – the best outcomes might come from the most 

unexpected combinations!
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このツールキットは、それ自体でもとても効果的な解決策
 を生み出します。ただ、いろいろなやり方で、より完全で
強いツールにすることができます。
参加型農村調査法（PRA）や、サブセクター・バリューチェ
ーンの分析、三角測量法などのようなメソッドはすべて、こ
こで提供するHCDの手法に組み込むことが出来ます。
例えば、村の資源をマッピングする知識が必要になるかもし
れません。その時、もしチームメンバーがこのような情報を集
めるのにPRA手法に詳しければ、この方法を絶対に使うべ
きなのです。 
いろいろな手法を、自由にしっかり選び、組み合わせていき
ましょう。成果は、意外な組み合わせから生まれるかもしれ
ないのですから！

ファシリテーター向けのツールキットがあります。もしも
あなたがファシリテーターであれば、チームを前進さ
せるためのヒントとしてページの余白に書かれた大
まかな指示を参考にてください。そして、ぜひ、進め
るのに役立 つと感じた指示やヒント、手法やテクニ
ックなどはなんでも加えていってください。

ファシリテーターは、自分の力をうまく使わなければ
なりません。ファシリテーターの役割は、チームを導
いていくことです。チームの話し合いなどを通してア
イディアを良いものにすることに貢献することは出来
ますが、決定を左右するようなことはしてはなりません。



BEST  
PRACTICES 
FOR  
Innovation
By completing thousands of innovation 
and design challenges, IDEO has learned 
a few rules for creating an environment 
to facilitate innovation. See if any of these 
can be applied to your organization.
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IDEOは、数知れない多くの革新とデザイン
への取り組みを通して、イノベーションを促
進する環境を作成するためのいくつかの規則
を学んできました。その
うちのいくつかは、あなたの組織にも当て
はまるはずです

IDEOは、数知れない多くの革新とデザイン
への取り組みを通して、イノベーションを促
進する環境を作成するためのいくつかの規
則を学んできました。
そのうちのいくつかは、あなたの組織にも当
てはまるはずです



tiP

To ensure that there is a balanced gender perspective, 

involve female staff in all phases of this process.

multi-DisCiPlinAry teAms
The challenges you face are very complex and are likely to 

have been explored by predecessors. You will have a higher 

likelihood of success at solving such complex, diffi cult, and 

already-examined problems by intentionally assembling the 

right team of people. This team will work best if it consists of 

a core group of 3-8 individuals, one of whom is the facilitator. 

By mixing different disciplinary and educational backgrounds, 

you will have a better chance of coming up with unexpected 

solutions when these people approach problems from 

different points of view.

DeDiCAteD sPACes 
Having a separate project space allows the team to be 

constantly inspired by imagery from the fi eld, immersed 

in their post-it notes, and able to track the progress of 

the project. If possible, fi nd a dedicated space for your 

design team to focus on the challenge. 

Finite timeFrAmes
Many people notice that they work best with deadlines and 

concrete timelines. Likewise, an innovation project with a 

beginning, middle, and end is more likely to keep the team 

motivated and focused on moving forward.
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あなたが直面する課題は複雑で、おそらく既に誰かが取り組
んだことがあることです。複雑で難しく、既に検討されたことの
ある課題を解決していくためには、慎重にメンバーを選びチー
ムを組むことが成功の鍵となります。
チームは、ファシリテーターを含め３～８人ほどのコアメンバー
で形成されていると最も良く機能します。様々な分野や学
問的背景をもっている人を混ぜることで、さまざまな観点から
問題にアプローチすることができ、思いもよらなかったところか
ら解決の糸口を導き出せるようになるかもしれません。

どこかにプロジェクト専用のスペースを持つことで、チームは、
写真や関連するモノや試作品によるイメージによって触発
されたり、ポストイットのメモに囲まれたりし、メンバーはプロ
ジェクトの進展具合を常に追いかけることができます。でき
るのなら、プロジェクトに専念するために、デザインチームの
ための専用スペースを確保するのが良いでしょう。

だいたい人というものは、締め切りがあったり、時間が決めら
れている方が良く働くものです。同じように、プロジェクトでも
、始まり・途中・終わりを明確にしている方がチームのやる気
が高く、前に進むことに集中するようになります。

男女のバランスのとれた視点であることを保証するために、
プロセスのすべて段階に女性スタッフを入れることが大切で
す。



The following Scenarios of Use help  
to outline four possible ways to use 
this toolkit for innovation. The first two 
scenarios utilize the principle of finite 
timeframes to frame the entire challenge, 
while the latter two demonstrate how 
small sections of the toolkit can be used 
to provide motivation, concrete goals, 
and a path to getting unstuck in  
longer-term programs.

SCENARIOS  
OF USE 
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次貢からの“シナリオ”は、革新のためにこの
ツールキットを使用する４つの方法を紹介
しています。
初めの２つは、限られた時間の中でプロジ
ェクト全体のフレームづくりのために使う方
法を紹介しています。
一方、後の２つは、このツールキットの小さ
な各セクションをうまく使うことで、モチベー
ションを維持したり、具体的なゴールを持ち
続けたり、長期間のプロジェクトの中でメン
バーがバラバラになってしまわないようにする
方法を紹介しています。



sCenArio 1: 
tHe week-long 
DeeP DiVe 
This mode of engagement forces the design team to work 

quickly to gather and analyze data, then moves rapidly to 

solutions, prototypes and plans. The one-week timeframe 

is a familiar timeline that is long enough to gain good 

understanding, yet short enough to allow a stressed 

organization to put limited resources against a challenge. 

This format is good for early-phase learning and for 

spurring new thinking. 

use when you:
» Need to learn about a new area or challenge quickly.

» Need to kick-start thinking about a long-standing 

 intractable problem.

» Want to refresh the thinking of the staff.

Pull out and use:
» All sections of the Toolkit in sequence.

tiP

Know the limitations of your data and your early 

prototypes when doing a Week-Long Deep Dive. 

If validity is necessary without much time for 

research, use secondary data to triangulate your 

fi ndings. Build a plan for iterating early prototypes 

for future refi nement.
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1週間のような短期間の場合、デザインチームは、
素早くデータを収集・分析をし、素早く解決策を
考えだし、プロトタイプをつくり、計画を作成する
ようになります。1週間というよくきく期間は、相手
をよく理解するのに充分な長さであると同時に、
１週間であれば、忙しい組織から課題に対して
限られたメンバー振り分けてもらえることができる。
この１週間の集中的な取り組みは、プロジェクトの
初期での課題を学んでいくことや、新しい考えをよ
り発展させる時に効果的です。

*すぐに新しい領域や新しい課題について理解しなければいけないとき
*長期にわたる手に負えない問題に取り組む時に勢いをつけなければ
   いけないとき
*スタッフの思考をリフレッシュしたいとき

*一連のツールキットの全て

1週間の集中的な取り組みをおこなう場合、あなたの
データやプロトタイプの限界をきちんと認識しておくかな
ければいけない。
もし、調査にかける充分な時間が無いのにもかかわら
ず妥当性が求められる場合、二次データを利用して
あなたの考えを複数の視点から見てみることが有効
です。

また、初期のプロトタイプを仕上げていく計画をつくっておきましょう。



sCenArio 2: 
tHe seVerAl-montH 
DeeP DiVe 
A longer Deep Dive can last several weeks to several 

months. This mode of use enables a deeper, more nuanced 

understanding and theorization of a complex challenge 

or problem. With a longer time frame, more locations can 

be examined and more stakeholders in the value chain 

can become participants in the process. 

use when you:
» Need to design robust solutions because the funds 

 for implementation are available.

» Have the resources to allocate on thinking through 

 a multi-faceted challenge.

»  Need to engage many actors in the process, such 

as partners, value chain stakeholders, funders, etc.

Pull out and use:
»  All sections of the Toolkit, allowing the nature of the 

Challenge to dictate the appropriate timeframes 

for each Phase.

When you have more time for a Deep Dive, it may 

be tempting to spend the vast majority of time doing 

more research. Pay attention and notice when you 

are hitting decreasing returns and stop the research 

when you are learning little new information. Remember, 

in the early stages, you are doing research to understand 

the problem and inspire the team. There will be time 

to validate later.

tiP
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数週間から数ヶ月続く長いプロジェクトもあります。このくらいの
期間が長いと、複雑な課題や問題を、より深くより繊細に理解
ができ理論化できます。
期間が長い場合ため、より多くの場所を調査することができ、より
多くの利害関係者に参加してもらうことができます。

*実行資金が十分にあり堅牢な解決策を構築したいとき
*いろいろな側面を持っている課題に取り組めるだけの十
  分なリソースがあるとき
*進めていく中で、パートナー・利害関係者・資金提供者
  など多くの人たちを巻き込んでいく必要があるとき

*このツールキットの全パートを、課題の性質に合わせ、フェーズご
  とに適切な期間を設定しながら使う。

さらに取り組む時間がある場合には、さらに調査
をしましょう。調査結果があまり出なくなり新しい
情報が得られなくなってきたら、調査を中止しましょう。
はじめの段階では、調査は課題を理解することと
チームをやる気にさせるためにやっているのだということ
を覚えておいてください。
検証する時間はあとでたっぷりあります。



sCenArio 3: 
ACtiVAting AlreADy-eXisting 
knowleDge 
Often organizations have a great deal of research and 

already-existing information but are unable to translate all 

that information into actionable solutions. In this case, the 

processes outlined in Create and Deliver can help your team 

transform what you know into things you can start doing.

use when you:
» Have a lot of data and you don’t quite know 

 what to do with it.

» Have been hearing interesting stories from the fi eld 

 staff and want to see if those stories can yield new  

 opportunities or solutions.

»  Have a robust research methodology that you like 

better than the one in this toolkit.

Pull out and use:
» Create

» Deliver

tiP

Even if you have the information captured in a 

different form (in Word documents, for example), 

take the time to translate that information through 

the Story Sharing methods outlined in the fi rst 

part of the Create booklet.
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よく、莫大な調査データをや情報を持っていながら、それらから
実行できる解決策につなげられていない企業を多く見ます。
そんな場合には、「つくる」と「提供する」の方法を使うことで、
チームがデータや情報から最初にすべきことを割り出してくれます
。

・多くのデータを持っているが、どうしたら良いか分からないとき
・現場のスタッフから興味深い話を聞き、これらの話から何か
　新しいチャンスや解決策が生み出せるのかを見極めたいとき
・このツールキットのものよりも強固で好きな調査手法をもっているとき

もしあなたが、例えば ワード形式などの異なる形式の
情報を持っていたら、「つくる」のパートの初めにある、
「ストーリーシェアリング」の手法を使って、使えるものに
替えましょう。



sCenArio 4: 
ComPlementing eXisting 
long-term ACtiVities 
Many HCD methods are applicable at different times to 

the challenges your organization will face in Technology 

Adaptation, Monitoring & Evaluation, etc. We hope that you 

will fi nd some of the techniques useful in infusing the spirit 

of innovation in your day-to-day activities, even when there 

is no explicit Design Challenge at hand. Pick and choose your 

methods as you wish to help complement your daily work.

use when you:
» Want a new technique to add to your work routines.

» See a method in this toolkit that you fi nd applicable 

 to the daily challenges you face.

» Can’t set aside the resources for an HCD project, 

 but want to infuse the spirit of Human-Centered Design 

 in your everyday work.

Pull out and use:
» Any pieces of your choosing.

tiP

For example, if you’re working on adapting an existing 

technology and have already-existing information about 

the context you want to adapt to, use Steps 3, 4, 5, 

and 6 in the Create book to guide you through several 

iterations of opportunity identifi cation, brainstorming, 

prototyping, and user feedback.

On the other hand, if you are looking for help in gathering 

data for M&E reporting, use the exercises in the Field 

Guide to supplement your current activities.
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多くのHCD手法は、あなたの組織が技術導入、観察
と評価などといった時に直面する課題にたいして様々な
タイミングで使うことができます。
たとえ、今、課題に取り組んでいなくても、テクニックは日
常の活動に革新の精神を吹き込んでいきます。
使いやすい手法を選んで使うことで、日々の仕事を
より良いものにしていきます。 

・繰り返し作業に新しいテクニックを加えたいとき
・このツールキットに、あなたの日々の仕事に使える手法があったとき
・HCDプロジェクトのために時間や資金を割けないが、毎日の仕事
　に "人間中心のデザイン"の精神を吹き込みたいとき

・このツールキットの好きなところどこでも。

例えば、もしあなたが既存技術の導入に取り組
み、また、その状況に関して既に知っている場合、
「つくる」セクションのステップ３，４，５，６を用います。
これによって、チャンスを見つけること、ブレインスト
ーミング、試作（試しにやってみる）こと、ユーザ
ーからの反応をとることを何回か繰り返していくと
いうことを学ぶことができます。

反対に、もしあなたが観察と評価のレポートのた
めのデータ収集で困っているのであれば、フィール
ドガイドのなかの練習問題を使って、あなたの現
在の活動をより良いものにしていってください。


